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　――まず始め
に、各社の概要
をご紹介くださ
い。アモールの
橋場さんからお
願いします。
　橋場　日本保
険薬局協会の雇
用問題検討委員
会委員長を務め
ている橋場で
す。当協会は
2004年に設立
され、今年１月
15日現在、正
会員として加盟
する薬局チェー
ン 等 が251社、
そこに所属する
薬局は約１万

1000店舗、薬剤師数（正社員）は約
３万1000人に達しています。
　さて、わが社は富山県を中心に
1985年に創業し富山に17店舗、埼玉
３店舗、東京２店舗、石川１店舗の全
23店舗を展開しています。従業員は
180人ほど、うち薬剤師が120人ほど
です。
　14年から訪問看護ステーションの
運営も始めました。地域密着型の医療
・介護に広くかかわることを目指して
います。国としてもかかりつけ薬剤師
・薬局に向かっていく中で、目指して
きたことと合致しているなと思ってい
ます。
　藤田　ウインファーマ代表取締役の
藤田です。神奈川、福島、北関東の群
馬、栃木、茨城を中心に保険薬局34
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座談会

　2025年をメドに新たな地域包括ケアシステム
構築に向けた取り組みの中で、薬局に求められる
役割は多様化、高度化すると見られる。その中に
あって保険薬局を含め医療現場では、薬剤師の確
保が難しい状況が続き、それぞれに薬剤師確保に
向けた取り組みが模索されている。そこで全国展
開型、地域密着型など、日本保険薬局協会所属の
薬局チェーン代表に方にお集まりいただき、将来
的な保険薬局のあり方を見据えた人材確保の状況
と展望について、インターンシップ制度への取り
組みを中心にうかがった。
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です。わが社は従業員3700人、うち
薬剤師がパート等を含め1700人です。
関東の店舗が多いのですが、北海道か
ら沖縄まで全560店舗を展開していま
す。他に人材派遣、出版、治験などの
会社も運営しています。
　私たちは、「あなたの一番近くにあ
る安心」をスローガンに掲げ、創業以
来マンツーマンの医療連携を軸に出店
展開しています。コミュニケーション
を非常に大切にし、「人間力」をつけ
ることを重視した教育研修を進めるな
ど、人材研修に最も力を入れています。

店舗を展開しています。グループ従業
員178人、うち薬剤師が99人です。
2015年は６店舗、今年度は５店舗を
開業予定です。
　松井　阪神調剤ホールディング人材
開発部採用課の松井です。わが社は阪
神調剤薬局を中核会社として、３年前
にホールディングを立ち上げました。
北海道から鹿児島まで269店舗を展
開。全社で2000人を超す従業員がい
ます。
　昨年７月より阪神調剤ホールディン
グとして採用活動、教育研修を行うよ
う組織が変わりました。調剤薬局が大
きな事業ですが、介護福祉施設の運営
など、今後とも医療関連事業を展開し
ていく予定です。
　添田　アイセイ薬局人材開発部の添
田です。当社は、青森から広島まで
310店舗の調剤薬局を展開し、そのう
ちマンツーマン型、医療モール型が９
割を占めています。従業員約2400人
のうち薬剤師が約1300人です。
　医療モール開発のパイオニア的存在
として、医師の開業支援なども行って
います。私が入社した８年前に比べ
30店舗は倍以上に増加、会社規模は
大きくはなりましたが、社員の連携、
人柄の良さは変わりないと感じていま
す。
　玉井　クオール薬局支援本部の玉井

　――さて、新卒採用は相変わらず厳
しいと聞きますが、就活・求人をめぐ
る状況はいかがでしょう。
　橋場　全体的には昨年の「採用選考

に関する指針」（以下、指針）への変
更が、一番大きく影響していると思い
ます。薬学生は学生実習との兼ね合い
で、就活期間が他学部に比べ非常に短

くなってしまいました。そのせいか薬
学生の動きは鈍く、就活先の数が減っ
ている印象です。
　また、わが社では、新卒採用は５年
ほど前からで、少しずつ新卒採用の機
会は増えてきたのですが、指針への変
更を機に、「国試が終わってから就職
活動をしよう」という動きもあり、「採
用できればいいかな」という状況です。
　もともと、富山県は薬科大学に進学
する学生数が全国でもワースト１、２
と言われ、富山に残る、あるいは帰っ
てくる人数も少ない。その中で薬局を
選ぶ学生は必然的に少なくなります。
　一方、首都圏の大学に求人活動する
ことは難しい面がありますが、担当の
先生からは、「Ｕターンさせてあげた
いが、そのための情報が少ない」とい
う話を聞きます。
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就活期間　影響大きい短縮化
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